






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































註１　図 1は 1958 年に出版されたカイヨワの「遊びと人間」の訳者多田道太
郎の「訳書解説－ホイジンガからカイヨワへ」（1990）p340 ～ 366 を参考にした。
意志と脱意志の軸を縦軸に置き、混沌（脱自我）と計算（脱所属）を横軸にして、
カイヨワの遊びの分類から方向性を取り出そうとした作田啓一の概念規定を盛
り込んだものである。この 4つのカテゴリに潜む方向性を取り出すことによっ
てカイヨワは諸社会を特徴づけるのに役立てているが、それは、また人間社会
の文明と発展の動向を示す指標でもあることを多田は指摘している。
註２　京都の「花いちもんめ」として相馬（1976）は以下の唄と遊び方を紹介
している。
梅組　ふるさと求めて花いちもんめ
桜組　ふるさと求めて花いちもんめ
梅組　もんめもんめ花いちもんめ
桜組　もんめもんめ花いちもんめ
梅組　○○ちゃんとりたい花いちもんめ
桜組　××ちゃんとりたい花いちもんめ
X組　勝ってうれしき花いちもんめ
Y組　負けてくやしき花いちもんめ
梅組と桜組との真ん中に線が引かれた。じゃんけんに勝った梅組が一列に手
をつなぎ、「ふるさと求めて」とうたいながら、三歩前にでて片足を上げてぴょ
55「花いちもんめ」としての心理療法
んと跳ぶ。そして「花いちもんめ」で三歩戻る。  その後から、桜組も同じよ
うにして「××ちゃん取りたい、花いちもんめ」と最後までくると、指名され
た子ども二人は、中央の線に片足を乗せて、片足で引っ張り合う。引っ張り負
けた子は勝ったチームに入れられてしまう。勝ったチームは「勝ってうれしき」
とうたって、三歩まえへ行き、ざまあみろというように片足をあげてぴょんと
跳ねる。岩手では、A組「○○ちゃんほしい花いちもんめ」、B組「××ちゃん
ほしい花いちもんめ」の後「大阪じゃんけん負けるは勝ち」と唱えることも紹
介されている。

